
ｐ５　練習１

集合 は正の奇数全体なので　 ＝｛１，３，５，７，９｝

（１）５ 　：５は正の奇数 集合 に属する 要素である

（２）６ 　：６は偶数 集合 に属さない 要素でない

（３） ： は負の数 集合 に属さない 要素でない

ｐ６　練習２

（１） ＝｛１，２，３，４，６，１２｝

　　　　　 集合記号｛　｝を忘れないこと！

　　　　　 値の小さいものから順に書くこと！

　　　　　 集合名の を必ず書くこと！

（２） ＝｛１，３，５，７，９ ２９｝

　　　　　 要素が多いときは で省略可です

ｐ６　練習３

（１） ｛３，６，９，１２，１５，１８｝

（２） ｛１，３，５ ｝

　　　　 ｛ ｎ ｜ｎ＝ ， ， ， 　 ｝

　　　　ｎ＝ ， ， ， となっているので２ｎ のｎに

　　　　０を代入して ＝

　　　　１を代入して ＝

　　　　２を代入して ＝ 　 が要素となる

　　　つまり、正の奇数の集合を表してる

ｐ７　練習４　部分集合 要素を比較します

（１） ｛１，２，３，６｝　 １，２，３，４，６， ｝
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Ａ

　　　　　　　　　集合 の要素が全て集合 の要素になってい

　　　　　　　　　る含まれる　

　　　　　　　　　ＡはＢの部分集合。ＡはＢに含まれる。

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　答え：

　　　　　　（ でもよい：必ず要素の個数が多い方の集合

　　　　　　　の側が開いている）

（２） ｛ ， ， ， ｝

　　　 の正の約数全体の集合 　つまり　 ， ， ， ｝

　　　　集合 と の要素が全て等しい

　　　　　　　　　　答え：Ａ＝Ｂ

（３）Ｐ＝｛ｘ｜ｘは 以下の自然数｝
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Ｑ
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　　　　＝｛１，２，３，４，５，６，７，８，９， ， ， ｝

　　　　　　　　 自然数に０は含まれない

　　　Ｑ＝｛ｘ｜ｘは の正の約数

　　　　＝｛１，２，３，４，６， ｝

　　　　　集合Ｑの要素が全て集合Ｐの

　　　　　要素になっている含まれる

　　　　　ＱはＰの部分集合。ＱはＰに含まれる。

　　　　　　　　　　答え：Ｐ Ｑ（またはＱ Ｐ）

ｐ７　練習５　

（１）｛１，２｝の部分集合

　　答え： 、｛１｝、｛２｝、｛１，２｝

　　 部分集合には空集合 と自分自身を必ず含む！

　　 空集合は の記号だけで表す。｛ ｝は間違い！

（２）｛ａ、ｂ、ｃ｝

　　答え： 、｛ａ｝、｛ｂ｝、｛ｃ｝、

　　　　｛ａ，ｂ｝、｛ｂ、ｃ｝、｛ｃ，ａ｝、｛ａ，ｂ，ｃ｝

　　 ａ、ｂ、ｃ３個からの選び方のパターンを考えると良い。

　　　　０個選ぶ　 ：何も選ばない（空集合）

　　　　１個選ぶ｛ａ｝｛ｂ｝｛ｃ｝

　　　　２個選ぶ｛ａ，ｂ｝｛ｂ、ｃ｝｛ｃ，ａ｝

　　　　３個選ぶ｛ａ，ｂ，ｃ｝：自分自身

　　　　

ｐ８　練習６
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｛１，２，３，４，５，６，７｝、 ２，４，６，８｝

｛１，３｝

右図より

（１） ＝｛２，４，６｝

　　ＡとＢの共通部分：重なったところ

　

（２） ＝｛１，２，３，４，５，６，７，８｝

　　　ＡとＢの和集合：合わせる

（３） ＝　

　　　ＢとＣの共通部分：重なりはない

（４） ＝｛１，２，３，４，６，８｝

　　　ＢとＣの和集合

ｐ８　練習７

Ａ＝｛ｎ｜ｎは の正の約数｝＝｛１，２，３，４，６， ｝

Ｂ＝｛ｎ｜ｎは 以下の素数｝

　＝｛２，３，５，７， ， ， ， ｝
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　19

素数：２以上の自然数で、正の約数が１とその数自身の２個だ

けの数：１は含まれない！

（１） ＝｛ ， ｝

　　　　　共通部分

（２） ＝｛ ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ｝
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ｐ９　練習８　

1
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Ａ Ｂ

　
　

1 2 3
4 5

6
Ａ Ｂ

　

補集合 ：読み方；Ａの補集合、バーＡ

Ｕ＝｛１，２，３，４，５，６｝

Ａ＝｛１，２，３｝

Ｂ＝｛３，６｝

（１） ＝｛１，２，４，５｝

　　　　　集合Ｂ以外

1 2 3
4 5

6
Ａ Ｂ

（２） ＝｛１，２，４，５，６｝

　　　　　Ａ Ｂ以外

（３） ＝｛４，５｝

1 2 3
4 5

6
Ａ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

　　　 と の共通部分

　　　　　　　　

1 2 3
4 5

6
Ａ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

（４） ＝｛１，２，４，５，６｝

　　　 と の和集合

　　　　　　　　

1 2 3
4 5

6
Ａ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

（５） ＝｛６｝

　　　 と の共通部分

　　　　　　　　

1 2 3
4 5

6
Ａ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

（６） ＝｛１，２｝

　　　 と の共通部分

　　　　　　　　

ｐ 　練習９

は の補集合（ 以外）

　　　　　 　　　より　　

Ａ Ｂ Ａ Ｂ
　　　　　　　　　　　

は と の和集合

　　　　　　 　　　と　　　 　　より　

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ　　　　　　　　　　　 　　　　　　　＝

よって ＝

Ａ

Ｂ Ｃ
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ｐ 　研究　練習１

Ａ＝｛１，２，３，６｝

Ｂ＝｛３，６，９， ｝

Ｃ＝｛２，４，６，８， ， ｝右図より

　　 ＝｛６｝３つの共通部分

　　 ＝｛１，２，３，４，６，８，９， ， ｝

　　　　全ての集合の要素が入る。

1 2
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5
6

Ａ Ｂ

　

Ｕｐ 　練習１　　要素の個数を数える

Ｕ＝｛１，２，３，４，５，６｝

Ａ＝｛１，２，３，４｝Ｂ＝｛２，４，６｝

（１）Ｕ＝｛１，２，３，４，５，６｝より　 ＝６

（２） ＝｛１，２，５｝より　　　　　　 ＝３

（３）Ａ Ｂ＝｛２，４｝より　　　　　 ＝２

（４） ＝｛５｝より　　　　　　　 ＝１

（５） ＝｛１，３｝より　　　　　 ＝２

Ａ Ｂ
Ｕ(40個)

(18個) (25個)

12個 6個 19個

3個

ｐ 　練習２

＝ 　 ＝ 　 ＝

（１） ＝

　　　　　　＝ － ＝１５

（２） ＝

　　　　　　　　＝ 　より

　　　 ＝ ＝ ＝３

（３） ＝ ：ドモルガンの法則より

　　　　　　　　＝ ＝３　：（２）より

ｐ 　練習３

以下の自然数全体の集合をＵとし、Ｕの部分集合で、 の倍数

全体の集合をＡ、 のの倍数全体の集合をＢとする。

　Ａ＝｛ 、 、 　 　 ｝

　Ｂ＝｛ 、 、 　 　 ｝

（１）６の倍数の個数

Ａ Ｂ　　　　　　　　　　　　　　　　 ＝１６（個）

Ａ Ｂ

（２）６の倍数でない数の個数：Ａの補集合

　　　　　　　　　 ＝

　　　　　　　　　　　　　　＝ ＝８４（個）

Ａ Ｂ

（３）４の倍数かつ６の倍数の個数：ＡとＢの共通部分

　　　　　　　　　　４の倍数かつ６の倍数は の倍数である。

　　　　　　　 Ａ Ｂ＝｛ 、 、 　 ｝より

　　　　　　　　　　　　　　　 ＝８（個）

Ａ Ｂ

（４）４の倍数または６の倍数の個数：ＡとＢの和集合

　　　　　　　　　 ＝ 　 ＝ 　

　　　　　　　　　 ＝ 　より

　　 ＝

　　　　　　　　 　　　　　＝ ＝３３（個）

重要公式： ＝

　和集合の個数はそれぞれの集合の個数をたして

　共通部分を１回引く！！

　　　頑張りました！　理解は出来ましたか？

○記号を言葉に直せていますか。何を示しているのか

　説明できますか。説明力が大切な力です。

○図や式は丁寧に書いていますか。省略せずに沢山書

　きましょう。

　　コツコツ努力することが今できることです。

　　　メリハリつけて過ごしましょう！
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